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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

VOICE  YOKOHAMA 南区版

　2月3日、国際平
和講演会が横浜市
内で開催され、公益
財団法人広島平和
文化センターの小
溝泰義理事長が講
演しました。小溝氏
は、平和首長会議事
務総長も務めてい
ます。
　小溝理事長は、広島・長崎の被爆者の方々が思い出すのもつらい原爆の体験
を語り継ぐことについて、「『こんな思いは他の誰にもさせてはならない』との
深い心から世界中の人に、そして未来世代の人々のために警鐘を鳴らして下
さっている。復習の言葉ではなく、苦しみぬいたからこそたどり着いた深い人
道的なメッセージだ。誰もが、一人も残らず、よい人生を生きる権利があるはず
だとの思いにたった尊い訴えだ」として、対話の大切さを強調しました。

　昨年の横浜市会本会議での公明党市議団による「今
こそ核兵器廃絶に向けた市民の機運を一層盛り上げ
ていくべき」との主張に対し、林文子横浜市長は「市民
の皆様とともに平和の大切さを考えていけるような
取組を実施」すると答弁しました。
　この国際平和講演会は、その取組みの一環でもあり
ます。

行動する平和主義！行動する平和主義！

平和への取組を主張

　また昨年、公明党市議団の主導により「核兵器のない世
界の実現を強く求める決議」が採択され、「ピースメッセ
ンジャー都市」の称号にかけて、市民の総意として、核兵
器のない世界の実現を強く求めました。（右に記載）

核兵器のない世界の実現に
向けて決議

平和への取組を主張

核兵器のない世界の実現に
向けて決議
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幼
稚
園
協
会
の
木
元
茂

会
長
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と
も
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、
幼
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園
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預
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す
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よ
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め
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。
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独
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、
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、
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預
か
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保
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や
保
育
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お
け
る
一
時
保
育
な
ど
、
待
機
児

童
対
策
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
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い
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こ
と
か
ら
、
政
府
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掲
げ
る

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
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と
す
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よ
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訴
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し
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。
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広島平和文化センターの小溝泰義理事長
「核兵器のない世界の実現に向けた
 市民社会の役割」を語る
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 市民社会の役割」を語る
「核兵器のない世界の実現に向けた
 市民社会の役割」を語る

小溝泰義理事長（左から2人目）と意見交換

併設の国際平和パネル展を
視察する仁田議員

講演をする小溝理事長

核兵器のない世界の実現を強く求める決議
　横浜市民は、第二次世界大戦中 1945 年５月の横浜大空襲により多く
の尊い命が犠牲になったことを決して忘れず、国際平和と相互理解の推
進に力を注いできた。市民が主体となって推進してきた世界８都市との海
外姉妹都市提携もその一つの成果である。
　このような取り組みが評価され、1987 年には国際連合から、「ピース
メッセンジャー都市」の称号が授与されたことは、栄誉と感じるところであ
り、その後も新たな使命感のもと、国際協力などを通じて横浜が有する知
見・経験などを世界の国 と々共有することに努めてきた。
　これは、まさに2015 年９月の国連サミットで採択され、日本国として推
進を表明している「持続可能な開発目標 2030アジェンダ（ＳＤＧｓ）」に掲
げられた「誰一人取り残さない」社会の実現に通じるものであり、私たちは
世界の平和と安定への貢献を実践してきたと言えよう。
　しかし、過激派組織によるテロ行為や分断をもたらす排他主義の横行
など、世界は一層、混沌としてきており、特に人類最大の脅威である核兵
器に関しては、核実験やミサイル発射実験を強行する北朝鮮の暴挙によ
り、人間の安全保障が脅かされている状況である。
　この時をとらえ、核兵器廃絶を確かな流れとしていくために、本年３月と
６月に開催される核兵器禁止条約の交渉会議に向けて、私たちの願いを
訴えていくとともに、本年８月に開催される平和首長会議総会を契機とし
て、広島市や長崎市と連携しながら、横浜の若い世代への平和教育をさ
らに推進していくことが、かけがえのない支えになると確信する。
　よって、横浜市会は、開港以来、世界の多様な文化や人 を々受け入れて
きた歴史と、「ピースメッセンジャー都市」の称号にかけて、市民の総意と
して、核兵器のない世界の実現を強く求めるものである。
　以上、決議する。
　　平成２９年３月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市会

《
決
議
文
》
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指
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■子育て世代包括支援センターを視察

　１１月、大阪大

学大学院の片山

泰一教授を講師

に招き、発達障

がいについての

勉強会を行いま

した。

　　ＡＳＤ（自閉症スペクトラム症）やＡＤＨＤ（注意欠陥多動症）

をはじめ、発達障がい（神経発達症）の特徴などについて意

見交換しました。障がいの有無にかかわらず全ての人が支援

を受けられる社会の仕組みづくりに取り組んでまいります。

■みなと赤十字病院アレルギーセンター
　を訪問し、院内設備等を視察
■みなと赤十字病院アレルギーセンター
　を訪問し、院内設備等を視察

■子育て世代包括支援センターを視察

　　1 月、横浜市立みなと赤十字病院の野田院長、中村アレル

ギーセンター長からアレルギー専門医の育成・確保の他、臨

床研究や花粉・気象観測によるアレルギー予報など、セン

ターで進める先進的な取組について聴取しました。アレル

ギー疾患対策の充実へ、更に力を入れていきます。

　１２月、助産師や保健師など専門的知見を持った母子保健

コーディネーターをモデル配置している南区役所で、子育て

世代包括支援センターの取り組みを視察しました。

　　妊娠期から産

前産後、子育て

期にわたる切れ

目のない支援を

行う体制の構築

を推進していま

す。

平成30年度予算案に公明党の主張が大きく反映！政務活動最前線政務活動最前線政務活動最前線

■発達障害について学ぶ■発達障害について学ぶ
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の尊い命が犠牲になったことを決して忘れず、国際平和と相互理解の推
進に力を注いできた。市民が主体となって推進してきた世界８都市との海
外姉妹都市提携もその一つの成果である。
　このような取り組みが評価され、1987 年には国際連合から、「ピース
メッセンジャー都市」の称号が授与されたことは、栄誉と感じるところであ
り、その後も新たな使命感のもと、国際協力などを通じて横浜が有する知
見・経験などを世界の国 と々共有することに努めてきた。
　これは、まさに2015 年９月の国連サミットで採択され、日本国として推
進を表明している「持続可能な開発目標 2030アジェンダ（ＳＤＧｓ）」に掲
げられた「誰一人取り残さない」社会の実現に通じるものであり、私たちは
世界の平和と安定への貢献を実践してきたと言えよう。
　しかし、過激派組織によるテロ行為や分断をもたらす排他主義の横行
など、世界は一層、混沌としてきており、特に人類最大の脅威である核兵
器に関しては、核実験やミサイル発射実験を強行する北朝鮮の暴挙によ
り、人間の安全保障が脅かされている状況である。
　この時をとらえ、核兵器廃絶を確かな流れとしていくために、本年３月と
６月に開催される核兵器禁止条約の交渉会議に向けて、私たちの願いを
訴えていくとともに、本年８月に開催される平和首長会議総会を契機とし
て、広島市や長崎市と連携しながら、横浜の若い世代への平和教育をさ
らに推進していくことが、かけがえのない支えになると確信する。
　よって、横浜市会は、開港以来、世界の多様な文化や人 を々受け入れて
きた歴史と、「ピースメッセンジャー都市」の称号にかけて、市民の総意と
して、核兵器のない世界の実現を強く求めるものである。
　以上、決議する。
　　平成２９年３月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市会
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